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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、フィリピン共和国におけるデング熱の発症と重症化に関与す

る遺伝的素因を解明することを目的としており、十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

フィリピン共和国マニラの２基幹病院に来院した患者を対象とした患

者対照研究である。対照群の選定、診断法、検査法、統計解析法とも適切

に行われており、妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、デング熱重症化に対する抵抗性と HLA-A33:01

アレルとの強い相関を明らかにした。デング熱重症化メカニズムの解明に

向けて、今後の研究の進展が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文はデング熱の発症・重症化に係わる免疫遺伝学の研

究に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学

位に値するものと判断した。 

 
 
 

 


